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　自民党の派閥による裏金問題は、日本がここ３０年
で衰退した根本原因を私たちに教えてくれています。
　裏金のもとは企業・団体からの献金であり政治家は
献金者の意向にそった政策を約束することになります。
　つまり財界からの献金に沿った自民党の政策がこの
３０年延々と続けられ、その結果この３０年日本経済
は低迷し国民の所得は全く向上せず、将来への不安と
希望を失わせた失政の３０年となったのです。
　
▶ 国民を苦しめる自民党政治
　国民が喪失感を抱くのには明確な
要因があります。うんざりですが先ずは
消費税です。多くの方は買物で１０％の
消費税を負担していると考えますが、消費者
からの預かり金ではないとの判決が確定して
いるにもかかわらず、財務省は”預かり金的”と
いまも国民を惑わす説明を繰り返しています。
　国民には増税、企業には大幅減税する不透明、不公
平な税制だとハッキリ分かります。
　さらに人件費を削減すれば節税となる仕組みを埋め
込み、これが労働者派遣法に繋がりました。正社員か
ら派遣に転換すれば節税となり、派遣はこの３０年で
２割から４割近くに達しています。財界からの要求は
人手不足を外国人実習生、女性活躍、そして高齢者労

働で補わせ、ついには移民容認に踏み込みました。
　その結果は 22ヶ月実質賃金は低下、所得は伸び
ず結婚難で少子化へと自民失策の３０年となった
のです。ちなみに経団連が言う「消費税増税から
逃げてはいけない」はちょっと理解しがたいと思
われますが、消費増税すれば法人は減税され、さ
らに輸出還付金は増えるはという財界にとっては
歓迎税制なのです。

▶ 歪みを正すためにすること
　一部の人々のみへ莫大な利益を与え国民の生活
向上には汗をかかない自民党裏金・献金問題の闇
がここでハッキリと国民には見えてきました。
　　　　　何をすべきか、それは一旦政権を変え
　　　　てみることです。国民をここまで苦しめ
　　　　る政策を３０年も続けてきた自民失政を
　　　　選挙でハッキリさせましょう。
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　７年前、ペシャワール会の中村哲医師講演会に
参加した。哲さんは子供の頃は昆虫が大好きでよ
く山に登って遊んでいた少年だった。アフガニス
タンとパキスタンにまたがった山の診療所に行く
決意にも子供の頃からの影響があると言う。
診療を受ける者の大半はアフガンからの難民で
あり、ハンセン病だけでなく全ての患者に対応を
しなければならない。
　ソ連の軍事介入とその後の内戦、そして異常気
象による荒れた大地の干ばつ、農地を失った農民
たちの飢餓、汚い飲み水による赤痢や感染症など
の惨状を我が目で村々をまわり、確かめて現実の

医療協力だけの活動に限界を感じたのです。
　医者でありながら白衣と聴診器を置き「百の診
療所より一本の水路、飢えと渇きは薬では治せ
ない」と。
　そして1600本の井戸を掘り、クナール川から農
業用水路の建設に取り組み、砂漠化した大地に緑
がよみがえったのです。水が得られ命が救われア
フガンの人々が農業を営むことができたのです。
　中村哲さんは「憲法をないがしろにしてきた。
国益の為なら武力行使もやむなしとそれが国家だ
と言う政治家がいた。私は国に言いたい、憲法を
実行せよ。」と。
　2019年12月4日何者かに銃撃されて７３歳の生
涯を終えたのです。

日本国憲法を実行した中村哲さん!

宇野和江


